













 就学前教育として取組んだ 9 事例を生活科 9 項目の視点で分析した結果、1.子どもに理
解できる用語使用の必要性、2.子どもが語りたくなるような学習環境づくり、3.就学前の
多様な経験を語り合う場の必要性、4.幼児期に体験した地域における活動の把握、5.祭り
等の活動に参加し地域づくりに貢献すること、をはじめとした 9 項目の留意点を示した。 
 































































































は 1 年生の授業に参加した 5 歳児の様子である。 
 
事例 1 「宝物発表」（M 市 N 幼稚園、2016.7、5 歳児、M.K 教諭の事例/部分） 
 教室では各グループの小学 1 年生が順に自分の宝物を発表し、グループ内の児童が質問をしたり感想を伝えたり
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する。小学生 A が「何か質問ありますか」と聞くが幼児 B は「ない・・・」と答える。小学校教諭が「きっとドキド
キしていると思うの、そのぬいぐるみで“ちょん”としてみてごらん」と言い添えると、小学生 A は優しくぬいぐる
みを B に付けた。幼児 B はくすぐったそうに笑ったのをきっかけに、その場の雰囲気が和んだ。小学生 C が「何か
感想ある？」と聞くが幼児 B は何も言わない。小学校教諭が「感想っていう言葉、わかるかなあ」とつぶやくと、小
学生 C は気が付いたように幼児 B の顔をのぞき込みながら「あのな、感想っていうのは、かわいいなって思ったら
『かわいいです』って言って、質問っていうのはわからないことを聞くんやよ、わかった？」と丁寧に説明した。そ

















事例 2 「昼食時の会話」（Y 市 M 幼稚園、1996.5、5 歳児、S.K 教諭の記録/部分） 
R 男「ぼくな、おいだされたことあるでー、ほんで T 男くんとこいったら もうねとったでな、ぐるっとまわって
ったん。ほんでな、おにいちゃんな、はだしで とびだしてきたんやで」 保育者「R 男くんを心配して探してくれ
たんやね。なんで追い出されたん？」 R 男「あたま あらわなんだでな、おいだされたん」 K 男「ハハハハハハ」 
Y 男「ぼくな、ごはん たべやなんだでおいだされたで」 K 男「おれなー、かえるのがおそかったらなー、『でてけ
ー』っておいだされたんやで」 N 男「おれもなー、あるでえ」 K 男「N 男くん どんなときにおいだされたん？」 
N 男「あのな、ごはんのときマンガみとったもんでな、『N 男！ワーワーワーワー』っておいだされたん」 R 男「み
ず つかわん シャンプーあるで」 保育者「えー、お湯かけんと 洗うの？」 R 男「うん！（ぬれた）タオルで















































































う。保育者「F ちゃんの家におうちの人いるかな？ 外へ出てきてくれるといいね」と言うと G が「わかった、F ち
ゃんの家の近くになったら、もっと大きな声で“わっしょい！”って言ったらいいな」と言う。 















事例 6 「広い家を作る」（K 市 K 幼稚園、2017.5、5 歳児、S.E 教諭の事例/部分） 


























事例 7 「あっ！チョウチョになっている！」（I 市 K 幼稚園、2018.5～6、5 歳児、N.E 教諭の実践/部分） 
5/30 A「毛虫がいるよ！ムカデかな？」 保育者が害虫ではないことを伝える（事前にツマグロヒョウモンの幼
虫であることを把握済み）。 
B.C が皿や小枝を持ってきて捕まえた。この日は 2 匹捕まえた。B.C「もおうおらんかな～」「何食べるんやろ？」
と探す。保育者「どこにいた？」と聞くと、 B「お花のとこ」 C「パンジー」と答える。 
観察ケースにパンジーを入れて「きれいな色やな」「とげとげみたいなもん出とるな」（絵を描く幼児、図鑑で調べ
ようとする幼児がいた）保育者はインターネットでチョウの姿を調べて幼児に伝えた。 
5/31、6 匹の幼虫を見つけて観察ケースへ入れた。1 匹がサナギに変態していた。6/4、5 匹がサナギに変態してい
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事例 9 「隣接小学校の 1 年生と一緒の出前授業に参加して」(M 市 N 幼稚園 2016.6、5 歳児、K.M 教諭の実践/部分) 
小学校 1 年生は N 幼稚園から就学した子も多い。5 歳児は前年度の年長児の姿も記憶している。この日“1 年生”
として園へ来て、5 歳児と一緒に出前授業を受けた。内容は環境活動と環境学習センターの先生の話であった。  
降園時、楽しかったことや環境学習の話をする中で、保育者「小学生の子たち、前の年長さんもおったなぁ」と話
すと A「うん、まえのきく組さんすごかった」と話す。保育者「何がすごかったのかなぁ」と尋ねると、しばらく考

















 幼児期に取組んだ活動を 12 事例掲げ、生活科 9 項目に分けて検討した。事例を考察し
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Primary School’s “Life Environment Studies” as  
an Extension of Preschool Education   
－An Analysis of the 9 Objectives of “Life Environment Studies”－ 
 
                        Tetsuhisa TAGUCHI 
 
Summary 
We need to acknowledge the necessity for a plan coordinating primary school 
education to preschool education. The subject of “Life Environment Studies” is already 
considered as an extension of preschool education in the government curriculum 
guidelines. The knowledges acquired by preschoolers through a variety of experiences 
in kindergartens are already supposed to be systematized in “Life Environment Studies” 
and put in relation to other subjects taught in primary schools. Based on an analysis 
of concrete learning experiences of preschoolers, this paper aims to show which 
elements should be emphasized in “Life Environment Studies” in order to improve the 
general content of this particular subject.  
The result of our analysis based on a comparison between 9 types of experiences in 
preschool education and the 9 objectives of “Life Environment Studies” show that we 
should emphasize the followings: 1.Use vocabularies understood by children, 2. Create  
environments where children feel comfortable expressing themselves, 3.Let children 
talk about their preschool experience, 4. Understand their experiences in local 
communities during their preschool years, 5. Encourage participation in festivals in  
local communities.  
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